















































































































































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 7号 2021 
表１．専門分野 
専門分野 人数 割合 
言語学 14 22.6% 
教育学 7 11.3% 
史学 5 8.1% 
心理学 3 4.8% 
情報学 3 4.8% 
芸術学 3 4.8% 
経営学 3 4.8% 
文化人類学 2 3.2% 
文学 2 3.2% 
電気・電子工学 2 3.2% 
地域研究 2 3.2% 
政治学 2 3.2% 
教育工学 2 3.2% 
総合工学 1 1.6% 
数学 1 1.6% 
人文学 1 1.6% 
神経科学 1 1.6% 
社会学 1 1.6% 
ジェンダー 1 1.6% 
工学 1 1.6% 
建築学 1 1.6% 


























































































































































































































































































































































































































参加者数：表 5 の通り 
 
表 5．「人権教育の促進」の参加者内訳 
 2019 2018 2016 計 
留学生数 14 7 13 34 
国内学生数 1 3 2 6 
計 15 10 15 40 
 
実施年度： 
2016 年度，2018 年度，2019 年度 










ンケート結果は，図 1 のようになった． 
 
表 6．全 15 回の授業の流れ 
授業回 概要 
1 回目 オリエンテーション：シラバスの説明＆自己紹介 
2 回目から 11 回目 第 1 章のリーディング部分（全 10 章）を毎回 1 章分ずつ宿題とし，事前に準備してか
ら学生は参加．授業では宿題を基にディスカッション．その後，アクティビティを取り
入れた．10 回目以降の授業はプレゼンテーションの準備． 
12 回目から 14 回目 グループ・プレゼンテーション．発表中はピア・レビューする． 






























参加者数：表 5 の通り 
 
表 5．「人権教育の促進」の参加者内訳 
 2019 2018 2016 計 
留学生数 14 7 13 34 
国内学生数 1 3 2 6 
計 15 10 15 40 
 
実施年度： 
2016 年度，2018 年度，2019 年度 










ンケート結果は，図 1 のようになった． 
 
表 6．全 15 回の授業の流れ 
授業回 概要 
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15 回目 試験 
 
表 6．全15回の授業の流れ































 2019 2018 計 
留学生数 10 15 25 
国内学生数 6 7 13 
計 16 22 38 
実施年度：2018 年度，2019 年度 
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表 8．全 15 回の授業の流れ 
授業回 概要 
1 回目 シラバスの説明＆自己紹介 
2 回目から 5 回目 宮城県美術館を訪問し，個人で一番印象に残った作品について自身で調べ発表する準備
をする．5 回目の授業で発表．発表中はピア・レビューする． 
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 2019 2018 計 
留学生数 10 7 17 
国内学生数 3 6 9 
計 13 13 26 
 
実施年度：2018 年度，2019 年度 








表 10．全 15 回の授業の流れ 
授業回 概要 
1 回目 オリエンテーション：シラバスの説明＆自己紹介 
2 回目から 11 回目 リーディング課題の中で，毎回事前に読むべき箇所を指定し，ワークシートに意見をま
とめ，準備してから学生は参加する．授業では宿題を基にディスカッションした後、ア
クティビティを取り入れた．10 回目以降の授業はプレゼンテーションの準備とした． 
12回目から 14回目 グループ・プレゼンテーション．発表中はピア・デビューをする． 
15 回目 試験 
 
表 9．「国際理解教育の実践」の参加者内訳
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結果を分析してみたい．表 11 が，3 科目の参加者数の
合計で，表 12 は 3 科目の学びである． 
表 11．3 科目の参加者内訳 
 
  
















 2019 2018 2016 計 
留学生数 34 29 13 76 
国内学生数 10 16 2 28 













3. . 国際共修授業の学びと課題 
 前
を超 びという点から，3 科目の
結果を分析してみたい．表 11 が，3 科目の参加者数の
合計で，表 12 は 3 科目の学びである． 
表 11．3 科目の参加者内訳 
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添付資料 1
（1） 言語の問題で，なかなかクラスやグループ活動に参加
できないクラスメートがいます．あなたはどうしますか？
①　自分がとる行動に最も近いものを1つ選んで丸を付け
てください
  1. 何もしない
  2. 近くに座り助ける
  3. 休み時間に助ける
  4. その他 （具体的に記述してください）．　　　　　
②　理由を記述してください
（2） 本コースを通じてどのような学びを得たいと考えてい
ますか？クラスに期待していることを具体的に記述して
ください．
添付資料 2
本コースを通じて学んだこと，また，特に多様なバック
グラウンドを持つ学生とともに学ぶことを通じて，得ら
れた学びについて，具体的に記述してください．
